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北東アジア学会では、国際政治、経済をはじめ、社会制度・構造を扱う研究が多く、
性的マイノリティを対象とする家族社会学に関する研究を評価していただいたことに感
謝しております。私はもともと、社会構造や思想といった、いわゆる大きな理論につい
て考えることが好きです。かつての社会理論には、社会を壮大な原理から説明する明快
さがありましたが、現在の社会科学は、ときに細分化され、その結論もあまりに複雑に
見えるかもしれません。結局のところ、「具体的な状況に応じて調整される」「複数の
要因が作用している」といった結論に落ち着くことが少なくありません。 

しかし、具体的な生活の場に目を向けると、一つの理論や原理だけでは捉えきれない
現実が立ち現れてきます。「具体的な状況」とは何なのか、「複数の要因」が実際にど
のように作用するのか、その条件と過程をさらに追究していく必要があります。複雑さ
が問題ではなく、複雑さをどこまで具体的に捉えられるかが重要なのだと考えるように
なりました。これは選考の際にいただいたご意見でもあり、今回あらためて認識した私
自身の課題でもあります。 

こうした視点は、地域を考える際にも通じるのではないでしょうか。ある地域に見ら
れる特徴を、その社会や文化に固有のものとして捉えるのではなく、どのような条件が
重なることでその地域なりの特徴が現れるのかを問うことが重要だと考えます。ひとつ
の学問分野、単一のスケールだけでは捉えきれない現実があるからこそ、異なる分野
の、互いに異なる角度から地域を見つめることには、大きな意義があるのだと思いま
す。 

このような学際的な北東学会で自身の研究を評価していただけたことを励みに、今後
も具体的な実践とより大きな社会構造とのあいだを往復しながら、研究を続けてまいり
ます。 

 


